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＜ 通所介護重要事項説明書 ＞ 
（令和 7 年 7 月 1 日改訂） 

 

１．当事業所が提供するサービスについての相談窓口 

                    電話      ０２４－５４２－７７７７ 
                    担当      冨田 瑞人  
 

２．デイサービスセンター グリーンライトの概要 

（１）提供できるサービスの種類 
 施 設 の 名 称 デイサービスセンター グリーンライト 
 所    在    地 福島県福島市飯坂町湯野字梁尻１番の１ 
 介護保険指定番号 ０７７０１００７５８ 

 事 業 の 実 施 地 域 福島市飯坂、湯野、東湯野、中野、平野、笹谷、 
大笹生、瀬上、鎌田 

 
（２）同事業所の職員体制 

職種 人数 
管理者 １名（兼務） 
生活相談員 １名以上 
介護職員 ５名以上 
看護職員 １名以上 
歯科衛生士 １名 
調理員 栄養士１名以上（兼務） 
機能訓練指導員（マッサージ師） ２名以上 
運転手 ２名以上 

 
（３）同事業所の設備の概要 

定員 ３５名 

食堂兼機能訓練フロア １室 
（２０３．３３平方メートル） 

浴室 一般浴槽 
特殊浴槽 

送迎車 

リフトカー （キャラバン）   3 台 
軽自動車    3 台（１台は福祉車輌） 
普通車      1 台 
軽タウンボックス 1 台（上記の車移動が困難な場

合） 
 
  （４）営業時間 
                   月曜日から土曜日（祝祭日を含む）   （午前８：３０～午後５：３０） 
                    サービス提供時間                  （午前９：２０～午後４：３５） 
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３．サービス内容 

   ①送迎      利用者様のご自宅まで伺い、安全に施設・ご自宅間を送迎致します。 
   ②食事      栄養のバランスを考慮したメニューを提供し、又食事介助も行います。 
   ③入浴      車椅子の方でも安心して気持ちよく入浴して頂けるような設備を完備しております。 
   ④機能訓練   歩行訓練やその他のリハビリ機器を通して身体の残存機能の維持向上に努めます。 
   ⑤生活相談   日常生活での悩みや相談などの相談に応じます。 
                                                                  

４．料金 

（１）利用料金 
通所介護利用料金   

ご利用者負担
1割※

昼食代 合計

要介護1 6,580 8,320 832 1,532
要介護2 7,770 9,510 951 1,651
要介護3 9,000 10,740 1,074 1,774
要介護4 10,230 11,970 1,197 1,897
要介護5 11,480 13,220 1,322 2,022

180

基本
利用料金

サービス
提供時間

700

単位：円

※上記金額に『介護職員等処遇改善加算』が加算されます。
※ご利用者負担分は『負担割合証』に記載されている負担割合になります。

400

ご利用者負担料金（概算）科学的介護推
進体制加算

/月

サービス提供
体制強化加算
（Ⅱ）/日

個別機能
訓練加算
（Ⅰ）ロ
/日

入浴/日 合計介護度

7～8時間
未満

400 760

 
（２）加算関係 

    ①入浴介助加算（Ⅰ）         40 円／日 
      入浴に関する研修等を実施。 
 
    ②個別機能訓練加算Ⅰ（ロ）     76 円／日※ 
      個別機能訓練加算Ⅰ（イ）     56 円／日※    ※機能訓練加算はどちらかが加算となります。 
 
    ③口腔機能向上加算（Ⅰ）     150 円／回（1 ヵ月に 2 回を限度） 

ア． 歯科衛生士または看護職員を 1 人以上配置。 
イ． 利用者の口腔機能を開始時に把握し、歯科衛生士、看護職員、介護職員、生活相談員等が共同して利用者

毎の口腔機能改善管理指導計画を作成 
ウ． 指導計画に従い歯科衛生士、看護職員が口腔機能向上サービスを行うとともに、口腔機能を定期的に記録。 
エ． 指導計画の進捗状況を定期的に評価。 

 
    ④栄養改善加算         200 円／回（3 月以内・月 2 回まで） 
 

⑤サービス提供体制強化加算Ⅰ  22 円／日 下記要件を充たしている場合加算いただきます。 
      （Ⅰ）介護職員の総数のうち介護福祉士の割合が 70％以上、または介護職員の総数のうち勤続 10 年以上の介

護福祉士の割合が 25 パーセント以上。 
      

サービス提供体制強化加算Ⅱ  18 円／日 下記要件を充たしている場合加算いただきます。 
      （Ⅱ）介護職員の総数のうち介護福祉士の割合が 50％以上。 
      

サービス提供体制強化加算Ⅲ    6 円／日 下記要件を充たしている場合加算いただきます。 
      （Ⅲ）介護職員の総数のうち介護福祉士の割合が 40％以上、またはサービスを直接提供する職員の総数のうち

勤続 7 年以上の割合が 30％以上。 
        ※算定はいずれか 1 つに限ります。 
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 ⑥中重度者ケア体制加算    45 円／日   下記要件ア～ウを充たしている場合加算いただきます。 
      ア．指定基準に規定する看護職員又は介護職員数に加え、看護職員又は介護職員を常勤換算で２人以上で 

あること。 
      イ．前年度又は提供月の前３月間の利用者総数のうち、要介護３以上の利用者の割合が１００分の３０以上で 

あること。 
      ウ．専ら通所介護の提供にあたる看護職員が１人以上であること。 
 
    ⑦認知症加算   60 円／日   下記要件ア～エを充たしている場合加算いただきます。 

ア． 指定基準に規定する看護職員又は介護職員数に加え、看護職員又は介護職員を常勤換算 2 人以上で 
あること。 

      イ．前年度又は提供月の前３月間の利用者総数のうち、認知症の利用者の割合が 15%以上であること。 
      ウ．専ら通所介護の提供にあたる認知症介護に係る研修の修了者が１人以上であること。 
      エ．当該事業所の従業者に対する認知症ケアに関する事例の検討や技術的指導に係る会議を定期的に開催 
        していること。 
 
    ⑧介護職員等処遇改善加算    月の合計金額に、下記の加算率が加算されます。 
      介護職員等処遇改善加算 （Ⅰ）9.2％ 
                        （Ⅱ）9.0％ 
                        （Ⅲ）8.0％ 
                               （Ⅳ）6.4％ 
 

⑨科学的介護推進体制加算 40 円／月 
ア． ご利用者ごとの ADL 値、栄養状態、口腔機能、認知症の状況その他心身の状況等に係る基本的な情報 

      を LIFE を通じて厚生労働省に「少なくとも 3 ヶ月に 1 回」提出。  
イ． 必要に応じて通所介護計画書を見直すなど、サービス提供にあたり①に規定する情報その他サービスを適 
 切かつ有効に提供するために必要な情報を活用。 

 
⑩個別機能訓練加算(Ⅱ) 20 円／月 

ア． 個別機能訓練（Ⅰ）イまたはロを算定 
イ． ご利用者ごとの個別機能訓練計画書の内容等の情報を厚生労働省に提出し、機能訓練の実施にあた 

り当該情報その他機能訓練の適切かつ有効な実施に必要な情報を活用。 
 

⑪ 栄養アセスメント加算 50 円／月 
ア． 管理栄養士を 1 人以上配置 
イ．ご利用者ごとに管理栄養士、看護職員、介護職員、生活相談員等（以下「管理栄養士等」）が共同して栄 

養アセスメントを実施し、利用者または家族へその結果を説明し、相談等に必要に応じ対応。 
ウ．ご利用者ごとの栄養状態等の情報を厚生労働省に提出し、管理栄養士の実施にあたり当該情報その他 

栄養管理の適切かつ有効な実施に必要な情報を活用。 
 

⑫ ADL 維持等加算（Ⅰ） 30 円／月 
ア． ご利用者（評価対象利用期間が 6 月超）の総数が 10 人以上。 
イ．ご利用者全員について、評価対象利用期間の初月（評価対象利用開始月）と、その翌月から起算して 

6 月目の ADL を評価し、その値を（ADL 値）を測定し、測定月ごとに厚生労働省に提出。 
ウ．評価対象ご利用者の評価対象利用開始月の翌月から起算し 6 月目に測定した ADL 値から評価対象 

月に測定した ADL 値を控除し得た値を用いて一定の基準に基づき算出した値（ADL 利得）の平均 
値が 1 以上。 
 

⑬ ADL 維持等加算（Ⅱ） 60 円／月 
ア．（Ⅰ）①・②を満たす 
イ．（Ⅰ）③について ADL 利得の平均値が 2 以上。 
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（３）減算関係 
   ・事業所が送迎を行わない場合   －４７円／片道 
 
 

（４）支払い方法 
     毎月１５日までに前月分の請求を致します。支払方法は、金銭トラブルが発生しないように銀行等の自動振込で行

います。手数料はこちらで負担します。 
 

５．サービスの利用方法 

（１）サービスの利用開始 
      まずは、お電話等でお申し込み下さい。当事業所職員がお伺い致します。通所介護計画作成と同時に契約を結

び、サービスの提供を開始致します。 
※ 居宅サービス計画の作成を依頼している場合は、事前に介護支援専門員とご相談下さい。 

 
（２）サービスの終了 

①利用者様のご都合でサービスを終了する場合 
       サービスの終了を希望する日の１週間前までに文書でお申し出下さい。 
 
     ②当事業所の都合でサービスを終了する場合 
       人員不足等やむを得ない事情により、サービスの提供を終了させて頂く場合がございます。その場合は終了 

１ヶ月前までに文書で通知致します。 
 
     ③自動終了 
       以下の場合は、双方の通知がなくとも、自動的にサービスを終了致します。 
      ・利用者様が介護保険施設に入所した場合 

・介護保険給付でサービスを受入れていた利用者様の要介護認定区分が、非該当（自立）と認定された場合 
・介護保険給付でサービスを受入れていた利用者様の要介護認定区分が、要支援１・２と認定された場合          

※ この場合、条件を変更して再度契約することが出来ます。 
・利用者様がお亡くなりになった場合、もしくは被保険者資格を喪失した場合 
 

     ④その他 
・当事業所が正当な理由なくサービスを提供しない場合、守秘義務に反した場合、利用者様ご家族などに対して

社会通念を逸脱する行為を行った場合、または当事業所が破産した場合、利用者様は文書で解約を通知する

ことによって即座にサービスを終了することができます。 
・利用者様が、サービス利用料金の支払いを１ヶ月以上遅延し、料金を支払うよう催告したにもかかわらず１０日以

内に支払わない場合、又は利用者様が正当な理由なくしばしば繰り返した場合、利用者様が入院もしくは病気

等により、３ヶ月以上に渡ってサービスが利用出来ない状態であることが明らかになった場合、又は利用者様や

ご家族などが当事業所や当事業所のサービス従業者に対して本契約を継続し難いほどの背信行為を行った場

合は、文書で通知することにより、即座に契約を終了させて頂く場合がございます。 
・当事業所がサービス提供を拒否する正当な理由として、 
ア． 事業者の事業の運営に著しい支障が生じるような行為を利用者が行ったとき。 
イ． 契約の信義則に反する行為を利用者が行ったとき。 
ウ． 契約書の「契約の終了」の事由に該当するとき。 
エ． 利用者が従業員やほかの利用者に対して、法律に抵触する行為（特に犯罪行為）を行ったとき。 
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６．当施設のサービスの特徴 

（１）運営方針 
１．本事業所において提供する指定通所介護は、介護保険法ならびに関係する厚生労働省令、告示の趣旨及び

内容に沿ったものとする。 
２．利用者様の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めるとともに、利用者様及びその家

族のニーズを的確に捉え、個別に通所介護計画を作成するとこにより、利用者様が必要とする適切なサービスを提

供する。 
３．利用者様又はその家族に対し、サービスの内容及び提供方法について分かり易く説明する。 
４．適切な介護技術をもってサービスを提供する。 
５．常に、提供したサービスの質の管理、評価を行う。 

     ６．居宅サービスが作成されている場合は、当該計画に沿った指定通所介護を提供する。 
 

（２）サービス利用のために 
事項 有無 備考 

男性介護職員の有無 有  
時間延長の可否 可  
従業員への研修の実施 有  
サービスマニュアルの作成 有 入浴手順書など 
通常の事業の実施地域以外の

地域に居住する利用者に対し

て行う送迎 
有 

送迎距離片道： 
提供地域の境を超え 1 ㎞につき 25 円 
 

 
（３）サービス利用にあたっての留意事項 

     ・送迎時間の連絡                通常の送迎時間と大幅に異なるとき 
     ・体調の確認                   当施設に到着してからのバイタルチェック 
     ・体調不良等によるサービスの中止・変更 バイタルチェック後身体の異常など気分が悪いなど訴えが 

あった場合 
     ・食事のキャンセル               本人からの訴えや食事を中止した方が良いと判断した場合 
     ・時間の変更                   早朝利用 ８：３０から   延長利用 ５：３０まで 
     ・設備・器具の利用               職員に一言声をかけて下さい 
 
 
 

７．緊急時の対応方法 

  サービスの提供中にご容体の変化等があった場合は、発生現場担当者が生活相談員へ連絡・その後管理者へ連絡し 
打ち合わせにより、主治医、救急隊、親族、居宅介護支援事業者等への連絡を致します。 

緊急連絡先 
氏名                     続柄（      ） 

 
電話番号           

主治医 

病院名  

医師氏名  

電話番号           
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８．事故発生時の対応方法 

  サービスの提供中に事故が発生した場合は、親族、市町村、居宅介護支援事業所へ連絡致します。また、コンプライア

ンス（法令順守）の観点から当事業所の加入する損害保険会社の方で調査を行い、民事上賠償義務が発生すると認め

られる場合は、相当額をお支払いいたします。 
 

９．非常災害対策 

（１）サービスの提供中に天災その他の災害が発生した場合、従業者は利用者の避難等適切な措置を講ずる。また、管

理者は、日常的に具体的な対処方法、避難経路及び協力機関等との連携方法を確認し、災害時には、避難等の指揮

をとる 
（２）非常災害に備え、定期的に避難訓練を行う。 

 

１０．サービス内容に関する苦情 

   ①当事業所お客様相談・苦情窓口 
           所在地      福島県福島市飯坂町湯野字簗尻１番の１ 
          電話番号      ０２４－５４２－７７７７ 
           ＦＡＸ        ０２４－５４３－１１４１ 
         ご利用時間      年中無休    ８：３０～１７：３０ 
          苦情受付     担 当 者 ： 冨田 瑞人 （生活相談員）  
                     第三者委員 ：畠 勲     （法人監事）   024-542-3279 
                              長谷部ひろ子（法人評議員） 024-542-0504 

②処理の概要 
◎苦情受付方法 
（１） 苦情の受付 

 苦情は面接・電話・書面などにより苦情受付担当者（受付はどこの担当者でもかまいません）が随時受付け

ます。また第三者委員に直接苦情を申し出る事もできます。 
 尚、受付けた内容の内、個人的な秘密に関しては厳守されます。 
 

（２） 苦情解決のための話し合い 
 苦情解決責任者は、苦情申出人と誠意をもって話し合い、解決に努めます。その際、苦情申出人は、第三

者委員の助言や立会いを求める事が出来ます。 
 尚、第三者委員の立会いによる話し合いは、次により行ないます。 
ア． 第三者委員による苦情内容の確認 
イ．  第三者委員による解決案の調整・助言 
ウ．  話し合いの結果や改善事項等の確認 

◎本法人と話し合っても解決しない時は、「福島県運営適正委員会」に相談する事ができます。 
   

③苦情処理にかかる市町村窓口および国保連窓口 
【福島市】介護保険課（電話 024-525-6587） 

      【福島県国民健康保険連合会】介護福祉課 苦情相談窓口（電話 024-528-0040） 
                          https://www.fukushima-kokuho.jp/ippan/ka-kujyo.html 
 

１１．提供するサービスの第三者評価の実施状況 

  ・当事業所はデイサービスの第三者評価を実施しております。 

・評価機関  「NPO 法人 福島県シルバーサービス振興会」 

・認証年月日  平成 22 年 4 月 26 日 
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１２．当事業所の概要 

 
法人名 社会福祉法人 福島福祉会 
代表者名 三瓶 松太郎 

法人所在地、連絡先 
福島県福島市飯坂町湯野字梁尻１番の１ 
電話番号  ０２４－５４２－７７７７ 
ＦＡＸ     ０２４－５４３－１１４１ 

定款の目的に定めた事業

数等 

(１) 第一種社会福祉事業    
（イ） 養護老人ホームの経営 

（２） 第二種社会福祉事業 
   （イ） 老人短期入所事業の経営 
   （ロ） 老人デイサービス事業の経営 

（ハ） 老人居宅介護等事業の経営 
公益を目的とする事業 
  この法人は、社会福祉法第２６条の規定により次の事業を行なう。 

（１） 温泉利用デイサービス事業 
（２） 高齢者グループリビングの経営 
（３） 居宅介護支援事業 
（４） 地域包括支援センターの経営 
（５） 介護予防支援事業 
（６） 介護予防・日常生活支援総合事業 
（７） 高齢者生活共同運営住宅(高齢者生き活きグループリビング)の

設置及び運営 
（８） 訪問看護事業 
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令和   7 年    月    日 
 
 
 

 通所介護サービスの提供開始にあたり、利用者に対して契約書及び本書面に基づいて重要な事項を説

明致しました。 

 

             所在地    福島県福島市飯坂町湯野字梁尻１－１ 

         法人名    社会福祉法人 福島福祉会 

            事業者     デイサービスセンター グリーンライト 

所 長  冨田 瑞人   印 

             

 説明者  所 属   生活相談員 

                        氏 名  冨田 瑞人   印 

 

 私は、契約書及び本書面により、事業者から通所介護サービスについての重要事項の説明を受けまし

た。 

 

                  【利用者】   

                   住所 

                   氏名                             印 

 

                  【家族】 

                   住所 

                   氏名                             印 
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                                                            7 年     月    日 
 
デイサービスセンター 
   グリーンライト 
所長 冨田 瑞人 殿 

 
個人情報使用同意書 

 
 私 は（以下、「利用者」といいます）家族及び個人情報について、 

サービス担当者会議等利用者処遇に関する会議開催時において、利用者及びその家族の

個人情報を貴事業所及び会議出席事業所が使用する事を認めます。 

□ 本人の氏名、写真、コメント等を、利用者及び地域へ配布する広報誌（雪うさぎ）へ掲載し

てもよい。 

□ レクリエーションや行事（野外レクや各種イベント）等で撮影した写真を他利用者へ配布し

てもよい。 

□ 新聞、テレビ等の取材時にコメントの掲載、撮影をしてもよい。 

 

    【利用者】 

 

         住所 

 

         氏名                      印 

 
   

     【家族】 

 

         住所 

 

         氏名                      印 


